
第 36 回東北ストーマリハビリテーション研究会開催のご案内 

 

拝啓 向寒の候、皆様方にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。また、本研究

会の活動につきましては日頃より格別の御厚情を賜り厚く御礼申し上げます。 

この度、第 36 回東北ストーマリハビリテーション研究会を 2023 年 4 月 15 日（土）に弘

前市内において開催させていただくこととなりました。このような伝統ある会を担わせて

頂きます貴重な機会をお与えいただきまして大変光栄に存じます。 

さて、今回は一般演題とパネルディスカッションの 2 本立てで考えております。一般演

題では皆様方の日頃の実臨床でのご経験や症例報告、積み重ねられたご研究を広く募集致

します。また、パネルディスカッションのテーマは「おらほのストーマケア事情 in 東北」

と題し、ストーマケアの困り事や驚くエピソードを出し合い、地域で直面している問題を共

有することで問題解決への行動につなげる機会としたいと考えております。パネリストの

先生にはご発表と総合討論をお願いし、最後に長年ストーマケアの教育にご尽力され、東北

各地に沢山の WOCN の教え子がいらっしゃいます、宮城大学名誉教授の徳永恵子先生から

特別発言を頂く予定です。 

4月中旬の弘前は桜が咲き始め、東北随一の美景を楽しめる時期です。コロナ禍により

叶わなかった久しぶりの現地開催には打ってつけの地と考えております。皆様には是非、

御参加下さいますようご案内申し上げます。 

末筆ではございますが、皆様のご健康とご活躍を心より祈願しております。   

敬具 

 

記 

 

1. 日 時    ： 2023 年 4 月 15 日（土） 13 時～16 時 10 分（予定） 

2. 開催方式  ： 現地開催（全て口演とします） 

3. 会 場    ： 弘前大学大学院保健学研究科（弘前市本町 66-1） 

4. 参加費    ： 1,000 円 

5. 演題募集  ：一般演題とパネルディスカッションについて広く募集します。   

詳細は別紙の募集要項をご確認ください。ホームページ（QRコード）でも  

確認できます。 

 

令和 4 年 11 月吉日 

第 36 回東北ストーマリハビリテーション研究会 

当番世話人  諸橋  一 

副当番世話人 藤田あけみ 

 

＊今回より、施設会員のご施設のみにご案内を郵送しておりますのでご了承ください。 



 

募集要項 

 

① 一般演題：症例報告、研究発表など広く募集いたします。 

② パネルディスカッション：テーマは「おらほのストーマケア事情 in 東北」 

パネリストの先生には 5 分間のご発表と最後に総合討論をお願いします。東北全県から

のパネリストの募集を期待しております。 

③ 抄録の作成：演題名、所属、演者名、共同演者名、一般演題かパネルディスカッション

の希望を記入し、800 字以内（本文）の抄録を作成して下さい。 

④ 申し込み方法：抄録を下記の事務局演題担当の太田までメールでお送り下さい。 

太田一輝 （k.ota@hirosaki-u.ac.jp） 

⑤ 申し込み期間： 2022 年 11 月 21 日～2023 年 1 月 31 日 

⑥ 発表方法：全て口演とします。一般演題は発表時間 5 分、質疑応答 3 分、パネルディス

カッションは発表時間 5 分、総合討論 30 分の予定です。 

 

＊プログラム・抄録集は発表者の方には予め、電子ファイルにてメールでお送りいたし

ますが、その他の参加者の方はお手数ですが、東北ストーマリハビリテーション講習会

のホームページでご確認ください。原本は原則として、現地で現地参加者のみに配布い

たしますのでご了承ください。 

mailto:k.ota@hirosaki-u.ac.jp

